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元
気
い
き
い
き
町
民
の
集
い

まちのできごとまちのできごと

今
年
も
大
漁
！
カ
ツ
オ
船
団
出
港

 
１
月

１９
日
、
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
船
団

の
第
１
陣
が
佐
賀
漁
港
を
出
港
し
ま
し

た
。
昨
年
は
、
震
災
や
原
発
事
故
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
以
上

の
水
揚
げ
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
、

操
業
の
安
全
と
大
漁
を
鹿
島
神
社
に
祈

願
し
、小
笠
原
諸
島
付
近
の
漁
場
へ
出
港
。

こ
れ
か
ら

１１
月
下
旬
ま
で
カ
ツ
オ
の
群

れ
を
追
い
か
け
て
日
本
近
海
で
操
業
し

ま
す
。

活
餌
事
業
で
水
揚
げ
増
大

 
佐
賀
漁
港
で
は
、
平
成

２２
年
１
月
よ

り
高
知
県
産
業
振
興
計
画
「
カ
ツ
オ
一

本
釣
り
用
活
餌
（
生
き
イ
ワ
シ
）
供
給

事
業
」
に
、
高
知
県
漁
協
佐
賀
統
括
支

所
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
カ
ツ
オ
船

が
出
港
時
に
活
餌
を
積
み
込
ん
で
直
接

漁
場
へ
向
か
う
こ

と
が
で
き
る
た
め
、

移
動
に
か
か
る
燃

油
や
時
間
の
効
率

化
に
あ
わ
せ
、
佐

賀
漁
港
へ
の
水
揚

げ
の
増
大
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
５
日
、保
健
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー「
こ
ぶ
し
」
に
て
、「
第

１５
回
元

気
い
き
い
き
町
民
の
集
い
」
が
開

催
さ
れ
、約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
「
い
き
い
き
長
寿
賞（
在
宅
で
自
立

し
て
生
活
し
て
い
る
今
年
度

９０
歳
に

な
ら
れ
た
方
）」
の
対
象
者
は

１２
人
で
、

う
ち
９
人
が
授
賞
式
に
参
加
。
町
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
の
授
与
が
あ
り
、

授
賞
者
の
元
気
な
姿
は
町
民
の
目
指
す

目
標
と
な
り
ま
し
た
。
授
賞
者
の
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
師
に
京
都
大
学
非
常
勤
講

師
の
岡
本
香
代
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、

「
正
し
い
歩
き
方
で
健
康
長
寿
を
！
」

と
い
う
演
題
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
実
際
に
老
化
予
防
に
な
る
姿
勢

や
歩
き
方
の
指
導
な
ど
が
行
わ
れ
、
日

常
生
活
で
少
し
意
識
し
て
努
力
す
る
こ

と
で
、
何
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
力
で

歩
け
る
こ
と
が
わ
か
る
内
容
で
し
た
。

多
数
の
参
加
者
か
ら
「
大
変
良
い
お
話

と
実
技
指
導
で
、
今
日
は
本
当
に
参
加

し
て
良
か
っ
た
」「
明
日
か
ら
実
践
し

て
生
活
を
し
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

か
つ

じ

たくさんの家族や関係者に見送られて佐賀
漁港を出港するカツオ一本釣り船。

〈立ち方のポイント〉
①背筋を伸ばしてあごを引く。
②お腹・おしりに力を入れる。
③膝と太もも内側を引き締める。
〈歩き方のポイント〉
①いつもより速く歩く。
②少し大股で歩く。
③腕を大きく振って歩く。

12周年を迎えた「喫茶さとう木」12周年を迎えた「喫茶さとう木」
活動紹介

　「喫茶さとう木」は
精神保健福祉事業の
活動として毎月第1・
3火曜日、保健福祉
センターの2階で実
施している喫茶店で
す。精神保健ボラン
ティアの協力を得
て、当事者が主体と

なって作業を行っています。
　平成11年に保健福祉センター2階
に精神保健作業室が作られ、喫茶店
を試行的に実施したところ、自分た
ちの活動で収入を得たことが喜びと
なり、「喫茶店は楽しい！」という思
いから「喫茶さとう木」が始まりまし
た。
　「喫茶さとう木」は、今年2月で12
周年を迎えました。当事者やボラン
ティアからは「こんなに長く続くと
は思わなかった」、「今後も続けてい
きたい」という声もあり、仲間たち
と協力し合って地域で生き生きと活
動ができる大切な場となっています。

　精神疾患を抱えている方々は、病
気による身体的、精神的な苦しさに
加えて、病気に対する無理解、偏見
などによる社会的な暮らしづらさも
抱えています。社会的な障がいを無
くしていくには、サービスの拡充だ
けでなく、さとう木のボランティア
のような、草の根の理解者を増やし
ていくことが大切です。
　皆さんも、営業日に役場近くへお
越しの際は、ぜひ「喫茶さとう木」を
ご利用ください。お待ちしています。

（本庁 健康福祉課 保健衛生係）

【営業時間】
  毎週第1・3 火曜日 9：30～11：30
  （祝祭日は休み）

【場所】
  保健福祉センター
  2階（大方庁舎前）


